


ＥＲ５５５Ｆ
スクラバ（集塵装置水フィルター式）取扱説明書



目次
①従来集塵装置からの変更箇所

②レイアウトと空気の流れ

③内部構造と働き

④使用方法

⑤清掃方法



スクラバ（集塵装置水フィルター式）

①従来集塵装置からの変更箇所

水フィルター
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②レイアウトと空気の流れ

スクラバ（集塵装置水フィルター式）
レイアウト

ブロアー
水タンク

レベルゲージ

水フィルター

中間パイプ

吸引ダクト
排出位置は

従来集塵装置と同一



③内部構造と働き

スクラバ（集塵装置水フィルター式）

水フィルター



④使用方法
②給水バルブを開き水（約７．６Ｌ）を給水する。

③水位がレベル位置にあることを確認する。
※量が多い場合はボールバルブを開き水を抜いて調整する。

④ブロアを駆動するには、ブロア駆動レバーを駆動側に倒します。
ブロアが集塵を始めます。
※１コンベア駆動スイッチを駆動側に倒します。
コンベア駆動スイッチを「切」の状態ではブロアは駆動しません。

①ドレンキャップの蓋を閉じロックし、ボールバルブを閉じる。

⑤ブロアを停止させる時は、ブロア駆動レバーを停止側に倒します。
※２コンベア駆動スイッチを停止側に倒します。

※１※２ スクラバ後付け車両は、ブロアとコンベアが連動駆動の為、
コンベア駆動スイッチの操作が必要となります。

コンベア駆動スイッチ

青字：新車時スクラバ取付車両の操作方法（ブロア単独駆動可能）
赤字：スクラバ後付け車両の操作方法（ブロア単独駆動不能）



⑤清掃方法

スクラバ（集塵装置水フィルター式）

水フィルター

吸引ダクト

中間パイプ

①

②

③

④

廃材を入れる容器（空ペール缶等）を用意し
ドレンキャップ①の下に配置する。

ドレンキャップ①を取り外し廃材を排出する。

ボールバルブ②を開き洗車機などで残った廃材を
洗い流す。

清掃終了後は、ドレンキャップ①を取り付け、
ボールバルブ②を閉じてください。

中間パイプの上下に取り付けられているキャップ③を
取り外し、中間パイプ内の廃材を洗い流してください。

清掃終了後は、キャップ③を取り付けてください。

キャップ③を取り外した状態で、吸引ダクトのカバー④を

開き、洗車機等で中間パイプ方向へ廃材を洗い流してくだ
さい。

清掃終了後は、キャップ③、カバー④を取り付けてください。

※廃材は産業廃棄物として処理してください。

※寒冷時は凍結により破損する可能性がありますので、ドレンからの水抜きを実施してください。
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